





























































































































































































































肯定1  選択3  管理2  挨拶4  社交3  協働1  実行2  対応2  遂行1  役割1  設計2  適正2
Ａ児の2015年 7月のキャリア発達にかかわる諸能力(自立度25 評価B)
肯定1  選択3  管理2  挨拶4  社交3  協働1  実行2  対応2  遂行1  役割2  設計2  適正
Ａ児の2015年12月のキャリア発達にかかわる諸能力(自立度34 評価B)
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Ａ児の2016年３月のキャリア発達にかかわる諸能力(自立度37 評価A)
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図６　キャリア・カウンセリングの実際（12月)
表３　М小学校（小規模校）の自立度の変化（学年平均）
表４　Ｎ小学校（大規模校）の自立度の変化（学年平均）
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５　成果と課題
　⑴　成果
　　①　アウトカム評価を生かしたキャリア発達にかかわる諸能力について
　アウトカム評価を活動の改善に生かすだけでは教師の一方的な評価になってしまう。アウトカム評価を児童に直接
フィードバックすることで課題意識が生まれ，児童と教師の協働によりキャリア発達にかかわる諸能力が育成された。
　　②　PDCAサイクルを基盤とした全教育活動によるキャリア教育活動について
　Plan(計画)で，しっかりと目標を示すことで，児童は目標を意識してDo(実行)する。目標を意識したDo(実行)が，
目標をしっかりと振り返ることができるChcek(評価)につながっていて，児童が目標に対して評価をして，次の改善に
生かしている。確実なPDCAサイクルの活用が，目標を意識した意味のある主体的な活動につながっている。
　また，キャリア発達にかかわる諸能力は，特定の教科や短い期間では高まりにくい。全教育活動を通した様々な活動
を通して少しずつ高まっていく。
　　③　キャリア教育の評価指標とキャリア・カウンセリングの活用について
　児童自身が成果と課題を意識して振り返ることができるだけでなく，教師も児童の成果と課題を理解して指導できる。
キャリア教育の評価指標により成果と課題を可視化することが，教師と児童による目標の共有につながっている。
　また，日々の授業や活動中に，キャリア発達にかかわる言葉を意図的に働きかけることやノートへ賞賛やアドバイス
を記入することは，児童の成果や課題意識を持続させるために有効である。個別のキャリア・カウンセリングの場では，
自分の力を再確認し，新たな目標の設定の場となり，これからの活動に向かうための土台となっている。
　キャリア教育の評価指標だけでは児童の心には届かない。キャリア・カウンセリングだけでは具体的な支援はできな
い。キャリア教育の評価指標を活用したキャリア・カウンセリングがあってこそ，児童の心に響く具体的な支援をする
ことができるのである。
　⑵　課題
　　①　具体的な評価基準の設定
　児童の具体的な姿を示したアンケートによる自己評価をした結果，自分を低評価したり高評価したりする児童がおり，
教師評価との違いが目標の共有を困難にする場面があった。より適切な評価ができるためには，評価基準をしっかりと
定めていく必要がある。例えば，「自分にはよいところがある」の評価基準を，「１点：よいところがなく悪いところば
かりである，２点：よいところも悪いところもない，３点：１つよいところがある，４点：２つ以上よいところがあ
る」とすると適切に評価できる。また，教師が，評価をした児童の具体的な姿について記録していくことも重要である。
　　②　キャリア・カウンセリングのマニュアル作り
　手続きで示した内容を，職員会議で共通理解をしたが，授業の中でどのように働きかけるのか等，教師によって指導
の違いが見られた。教師の意思統一した指導のための詳細なマニュアル作りが必要である。
　　③　今後のキャリア教育の在り方
　2014年のＭ小学校のキャリア発達にかかわる諸能力は，ほとんど変化が見られなかった。しかし，キャリア・カウン
セリングを導入した本実践により，キャリア発達にかかわる諸能力は高まった。児童にかかわる全てのことを効率的に
課題達成へ方向付ける点がキャリア教育の重要な役割である。私はキャリア教育の充実こそ「生きる力」につながると
確信している。児童が大人になった時に，社会的にも職業的にも自立できる姿を目指して今後も実践を続けていきたい。
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